
JP 2000-345207 A5 2007.6.14

【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 ３ 部 門 第 ４ 区 分
【 発 行 日 】 平 成 19年 6月 14日 (2007.6.14)
　
【 公 開 番 号 】 特 開 2000-345207(P2000-345207A)
【 公 開 日 】 平 成 12年 12月 12日 (2000.12.12)
【 出 願 番 号 】 特 願 2000-134548(P2000-134548)
【 国 際 特 許 分 類 】
                        Ｂ ２ ２ ＦＢ ２ ２ ＦＢ ２ ２ ＦＢ ２ ２ ＦＢ ２ ２ ＦＢ ２ ２ ＦＢ ２ ２ ＦＢ ２ ２ Ｆ    3/10     (2006.01)   3/10     (2006.01)   3/10     (2006.01)   3/10     (2006.01)   3/10     (2006.01)   3/10     (2006.01)   3/10     (2006.01)   3/10     (2006.01)
                        Ｂ ２ ２ ＦＢ ２ ２ ＦＢ ２ ２ ＦＢ ２ ２ ＦＢ ２ ２ ＦＢ ２ ２ ＦＢ ２ ２ ＦＢ ２ ２ Ｆ    7/00     (2006.01)   7/00     (2006.01)   7/00     (2006.01)   7/00     (2006.01)   7/00     (2006.01)   7/00     (2006.01)   7/00     (2006.01)   7/00     (2006.01)
                        Ｃ ２ ２ ＣＣ ２ ２ ＣＣ ２ ２ ＣＣ ２ ２ ＣＣ ２ ２ ＣＣ ２ ２ ＣＣ ２ ２ ＣＣ ２ ２ Ｃ    1/05     (2006.01)   1/05     (2006.01)   1/05     (2006.01)   1/05     (2006.01)   1/05     (2006.01)   1/05     (2006.01)   1/05     (2006.01)   1/05     (2006.01)
                        Ｃ ２ ２ ＣＣ ２ ２ ＣＣ ２ ２ ＣＣ ２ ２ ＣＣ ２ ２ ＣＣ ２ ２ ＣＣ ２ ２ ＣＣ ２ ２ Ｃ   29/04     (2006.01)  29/04     (2006.01)  29/04     (2006.01)  29/04     (2006.01)  29/04     (2006.01)  29/04     (2006.01)  29/04     (2006.01)  29/04     (2006.01)
   Ｂ ２ ３ Ｂ   27/14     (2006.01)
   Ｂ ２ ３ Ｐ   15/28     (2006.01)
【 Ｆ Ｉ 】
   Ｂ ２ ２ Ｆ    3/10    １ ０ １
   Ｂ ２ ２ Ｆ    7/00          Ｈ
   Ｃ ２ ２ Ｃ    1/05          Ｇ
   Ｃ ２ ２ Ｃ   29/04          Ｚ
   Ｂ ２ ３ Ｂ   27/14          Ｂ
   Ｂ ２ ３ Ｐ   15/28          Ｚ
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 4月 24日 (2007.4.24)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 Ｃ ｏ バ イ ン ダ ー 相 に Ｔ ｉ 、 Ｗ 及 び Ｔ ａ を 基 本 と す る 硬 質 成 分 を 含 有 す
る チ タ ン 基 炭 窒 化 物 合 金 の 部 材 を 液 相 焼 結 に よ っ て 製 造 す る 方 法 で あ っ て 、
　 原 子 比 Ｎ ／ （ Ｃ ＋ Ｎ ） が ２ ５ ～ ５ ０ ａ ｔ ％ で あ っ て 、 Ｔ ａ 含 有 量 が 少 な く と も ２ ａ ｔ ％

含 有 量 が 少 な く と も ２ ａ ｔ ％ 含 有 量 が ５ ～ ２ ５ ａ ｔ ％ で あ り 、 且 つ
　 液 状 バ イ ン ダ ー 相 が 、 先 ず 前 記 部 材 の 中 央 部 に 形 成 さ れ 、 そ の 後 、 溶 融 前 端 部 が 、 マ ク
ロ 的 な バ イ ン ダ ー 相 勾 配 を 発 生 す る こ と な く 表 面 に 向 か っ て 外 側 に 伝 播 す る よ う な 条 件 の
も と で 、 焼 結 が 実 施 さ れ る こ と を 特 徴 と す る チ タ ン 基 炭 窒 化 物 合 金 の 部 材 を 液 相 焼 結 に よ
っ て 製 造 す る 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　

　 　 【 請 求 項 ３ 】 　 前 記 硬 質 成 分 の 実 質 的 に 枯 渇 ま た は 濃 縮 が 、 焼 結 さ れ た い ず れ の 部 分
で も 観 察 さ れ な い よ う な 条 件 の も と で 、 焼 結 が 実 施 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １

に 記 載 材 を 製 造 す る 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ４ 】 　 前 材 の 気 孔 率 が 、 等 級 Ａ ０ ６ 以 あ り 、 且 つ 前 記 部 材 の 中 央 部
に 気 孔 が 集 中 す る こ と な く 容 積 全 体 を 通 し て 均 一 に 分 布 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １

に 記 載 材 を 製 造 す る 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ５ 】 　

、 Ｗ 、 Ｃ ｏ

原 子 比 Ｎ ／ （ Ｃ ＋ Ｎ ） が ２ ５ ～ ５ ０ ａ ｔ ％ で あ っ て 、 Ｔ ａ 含 有 量 が ４
～ ７ ａ ｔ ％ 、 Ｗ 含 有 量 が ３ ～ ８ ａ ｔ ％ 、 Ｃ ｏ 含 有 量 が ５ ～ ２ ５ ａ ｔ ％ で あ る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ に 記 載 の 部 材 を 液 相 焼 結 に よ っ て 製 造 す る 方 法 。

ま た
は ２ の 部 液 相 焼 結 に よ っ て

記 部 下 で
～

３ の い ず れ か １ の 部 液 相 焼 結 に よ っ て
前 記 部 材 の 気 孔 率 が 、 等 級 Ａ ０ ４ 以 下 で あ り 、 且 つ 前 記 部 材 の 中 央 部

に 気 孔 が 集 中 す る こ と な く 容 積 全 体 を 通 し て 均 一 に 分 布 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～
３ の い ず れ か １ に 記 載 の 部 材 を 液 相 焼 結 に よ っ て 製 造 す る 方 法 。



　 　 【 請 求 項 ６ 】 　 １ ２ ５ ０ ～ １ ３ ５ ０ ℃ の 温 度 か ら １ ３ ７ ０ ～ １ ５ ５ ０ ℃ の 最 終 焼 結 温
度 ま で 温 度 を 上 昇 さ せ る 際 に 、 温 度 上 昇 速 度 が ０ ． ５ ～ ５ ℃ ／ ｍ ｉ ｎ で あ る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ ～ の い ず れ か １ 項 に 記 載 材 を 製 造 す る 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ７ 】 　 最 終 焼 結 温 度 と ≦ １ ２ ０ ０ ℃ と の 間 を 冷 却 す る 際 に 、 温 度 降 下 速 度 が
０ ． ５ ～ ５ ℃ ／ ｍ ｉ ｎ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ の い ず れ か １ 項 に 記 載 材
を 製 造 す る 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ８ 】 　 １ ２ ５ ０ ～ １ ３ ５ ０ ℃ の 温 度 か ら 最 終 焼 結 温 度 ま で 温 度 を 上 昇 さ せ る
際 に 、 Ｎ ２ と Ｃ Ｏ と の 分 圧 を 一 定 に 保 持 す る か 、 ま た は Ｎ ２ と Ｃ Ｏ と の そ れ ぞ れ の 分 圧 を
滑 ら か に 或 い は 段 階 的 に 上 昇 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ の い ず れ か １ 項 に 記 載

材 を 製 造 す る 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ９ 】 　 前 記 Ｎ ２ と Ｃ Ｏ と の そ れ ぞ れ の 分 圧 は 、 １ ３ ０ ０ ℃ で ２ ５ ～ ３ ０ ０

あ り 、 且 つ
　 最 終 焼 結 温 度 に 到 達 し た と き に は 、 前 記 Ｎ ２ の 分 圧 は 、 ５ ０ ～ ３ ０ ０ あ り 、 且 つ
前 記 Ｃ Ｏ の 分 圧 は 、 １ ０ ０ ～ １ ０ ０ ０ あ る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 材 を 製 造 す る 方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ ０ 】 　 前 記 Ｎ ２ と Ｃ Ｏ と の そ れ ぞ れ の 分 圧 は 、 １ ３ ０ ０ ℃ ０ ～ １ ５ ０
Ｐ ａ で あ り 、 且 つ
　 最 終 焼 結 温 度 に 到 達 し た と き に は 、 前 記 Ｎ ２ の 分 圧 は ０ ０ ～ ２ ０ ０ Ｐ ａ で あ り 、 且
つ 前 記 Ｃ Ｏ の 分 圧 は ０ ０ ～ ６ ０ ０ Ｐ ａ で あ る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 材 を 製 造 す る 方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ １ 】 　 最 終 焼 結 温 度 の 保 持 時 間 は ３ ０ ～ １ ２ ０ 分 で あ る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 に 記 載 材 を 製 造 す る 方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ ２ 】 　 最 終 焼 結 温 度 に 保 持 す る 際 に 、 前 記 Ｎ ２ の 分 圧 は 、 ２ ５ ～ ３ ０ ０

あ り 、 且 つ 前 記 Ｃ Ｏ の 分 圧 は 、 ５ ０ ～ ５ ０ ０ あ る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 の い ず れ か １ 項 に 記 載 材 を 製 造 す
る 方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ ３ 】 　 最 終 焼 結 温 度 に 保 持 す る 際 に 、 前 記 Ｎ ２ の 分 圧 は ０ ～ ２ ０ ０ Ｐ
ａ で あ り 、 且 つ 前 記 Ｃ Ｏ の 分 圧 は ０ ０ ～ ３ ０ ０ Ｐ ａ で あ る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 の い ず れ か １ 項 に 記 載 材 を 製 造 す
る 方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ ４ 】 　 最 終 焼 結 温 度 と ≦ １ ２ ０ ０ ℃ と の 間 を 冷 却 す る 際 に 、 前 記 Ｎ ２ の 分
圧 は 、 ２ ５ ～ ３ ０ ０ あ り 、 且 つ 前 記 Ｃ Ｏ の 分 圧 は 、 ２ ５ ～ ３ ０ ０ あ る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 の い ず れ か １ 項 に 記 載 材 を 製 造 す
る 方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ ５ 】 　 最 終 焼 結 温 度 と ≦ １ ２ ０ ０ ℃ と の 間 を 冷 却 す る 際 に 、 前 記 Ｎ ２ の 分
圧 は ０ ～ ２ ０ ０ Ｐ ａ で あ り 、 且 つ 前 記 Ｃ Ｏ の 分 圧 は ０ ～ ２ ０ ０ Ｐ ａ で あ る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 の い ず れ か １ 項 に 記 載 材 を 製 造 す
る 方 法 。

(2) JP 2000-345207 A5 2007.6.14

５ の 部 液 相 焼 結 に よ っ て

６ の 部
液 相 焼 結 に よ っ て

７
の 部 液 相 焼 結 に よ っ て

Ｐ
ａ で

Ｐ ａ で
Ｐ ａ で

８ の 部 液 相 焼 結 に よ っ て
で ５

、 １
、 ２

８ の 部 液 相 焼 結 に よ っ て

８ ～ １ ０ の い ず れ か １ の 部 液 相 焼 結 に よ っ て
Ｐ

ａ で Ｐ ａ で
８ ～ １ ０ の 部 液 相 焼 結 に よ っ て

、 ５
、 １

８ ～ １ ０ の 部 液 相 焼 結 に よ っ て

Ｐ ａ で Ｐ ａ で
８ ～ １ ０ の 部 液 相 焼 結 に よ っ て

、 ５ 、 ５
８ ～ １ ０ の 部 液 相 焼 結 に よ っ て


	header
	written-amendment

